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令和元（2019）年８月２７日 

処暑過ぎしこころに残暑見舞ひけり 
（吉田 島江） 

８月 23 日は二十四節気の一つ「処暑」でした。
暑さが一段落して、朝の風や夜の虫の声に、秋の気
配を感じる頃とされています。今年の夏、梅雨寒の
日が長く続きましたが、梅雨明け後は昨年同様、猛
暑となりました。報道では「災害級の暑さ」という
言葉も使用されました。ようやく暑さも峠を越した
感がありますが、まだまだ残暑の日もあることか
ら、油断はできません。急激な気温や気圧の変化か
ら来る「寒暖差疲労」にも注意したいところです。
しっかり食事を摂り、睡眠時間を確保して、体調を
整えながら毎日を過ごしたいと思います。26 日に
２学期が始まりました。夏休み中は静かだっ       
た学校も、生徒諸君のみなぎる若さで活気に     
包まれています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
８月 26 日、２学期がスタートしました。長い夏

休み、生徒諸君は夏季課外、強化学習会、海外研
修、ブリティッシュヒルズ研修、ボランティア活
動、部活動など様々な活動に取り組み、自己研鑽に
努めました。大切なのは、夏休み中に経験したこ
と、身につけたことをさらに確実なものにし、将来
の飛躍につなげることです。始業式には私からその
ことを伝えるとともに、学年ごとに取り組むべき事
柄を示しました。３年生は何と言っても進路決定に
向けた取り組みに全力を傾けること、必死に取り組
む姿を後輩達に見せることを話しました。２年生に
は中堅学年としての自覚、学習に取り組む姿勢につ
いて伝えました。１年生には学習習慣の回復、基礎
的な学習内容の確実な定着に全力を尽くすことを伝
えました。生徒諸君には気持ちを切り替え、よいス
タートを切ることを期待しています。若駒たちよ！
飛躍の２学期に。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
夏季休業中の７月 29 日、本校のスクールガイダ

ンス（体験入学）が行われ、中学３年生 255 名、保
護者 49 名、引率教員 12 名の参加がありました。全
体説明会では、私から本校の教育活動、進路状況、
高校入試について説明いたしました。生徒を代表し
て生徒会長の中塚涼太君の挨拶があり、続いて生徒
会役員による学校生活・生徒会活動紹介が行われま
した。また、１年生を代表して普通科の青田治登
君、理数科の島田愛莉さんが体験談を披露しまし
た。全体会終了後、体験授業が行われ、参加者は国
語、社会、数学、理科、英語に分かれ、本校教員に
よる生きた授業を体験してもらいました。その後、
生徒の案内で参加者には校舎と部活動を見学しても
らい、正午には全日程が終了しました。暑さの中、
参加していただいた皆さんにはあらためて感謝申し
上げます。本校の教育活動や魅力ある学校づくりを
今後の進路選択の参考にしていただければ幸甚で
す。また、ご協力いただいたアンケー         
トの結果は概ね良好でしたが、いくつ             
か工夫を必要とする点もありましたの              
で、ご意見を参考に来年に向けて検討              
したいと思います。 

昭和 10（1935）年、孫其昌は満州国財政部大臣とし
て視察のため初来日しました。視察団一行（総勢 10
名）の動向について、防衛省防衛研究所所蔵「満州国
財政部大臣一行見学の件」「東京朝日新聞」「外交時
報」等の資料から再現したいと思います。 
９月 29 日に新京を出発した一行は、釜山から関釜連

絡船で下関に上陸したあと、特急富士で東京に向か
い、10 月１日午後に到着しました。２日に岡田啓介首
相、３日に広田弘毅外相、４日に高橋是清蔵相を訪問
しています。当時、日本と満州国との間の通貨制度の
安定が喫緊の課題となっており、その点について意見
交換が行われたようです。８日には宮中に参内し天皇
陛下に謁見しています。その後、所沢の陸軍飛行学校
と被服本廠、横須賀の軍港と工廠などの軍事施設、か
つて留学した東京高等師範学校を訪問しています。14
日、東京を離れた一行は箱根、名古屋、奈良、京都、
大阪、神戸、広島に立ち寄り、伊勢神宮・清水寺・宇
治平等院・厳島神社などの名所、大阪造幣局・神戸税
関などの政府機関、住友金属工業・川崎造船所飛行機
製作所などの軍事工場を訪問しました。28 日、視察を
終えた一行は再び関釜連絡船で帰路につきました。 
ところで資料に目を通して気づいたことは、一行の

視察に関東軍が深く関わっていること、通貨問題の折
衝が満州国の邦人官僚、関東軍財政顧問、大蔵省当局
の間で進められたこと、の２点です。やはり、傀儡国
家としての満州国の位置づけを思わずにはいられませ
んでした。ともあれ、来日した一行は多数の関係者と
交流し、縁故者の訪問も受けていることから、その中
に相馬中学の同窓生                
がおり、孫に揮毫を                                
依頼したのではない                              
かと推測しています。 

 
 
 
 
 
 

孫其昌の来日について 

校長 菊田勇雄 

■  ２ 学期がスタートしました 

 
■ スクールガイダンスが行われました  

孫其昌の署名のある「教育人材」の揮毫 



 

 
令和元（2019）年８月２７日 

夏季休業中の地域貢献活動についてご紹介しま
す。７月 26 日、妙見中村神社で行われた相馬野馬追
の宵祭りにおいて、太鼓部の生徒が演奏を披露しまし
た。「相馬野馬追出陣太鼓」と「相馬の宵」の二曲を
力強く演奏して祭りを盛り上げ、皆さんに喜んでいた
だきました。８月 17 日、相馬市民会館等で行われた
相馬市子ども科学フェスティバルには、科学部を中心
に 38 名の生徒が参加しました。特に科学部による実
験体験コーナーは大盛況でした。子どもたちは、マイ
ナス 196℃の液体窒素で花やピンポン玉を冷却し、そ
の変化を観察したり、ミラクルフルーツを口に含んで
味覚の変化を体験したり、科学の不思議を楽しみまし
た。その他にも、相馬市観光協会主催の盆踊り大会
や、障害者支援施設の夏祭り等の運営ボランティアに
参加し、多くの生徒たちが地域貢献活動に取り組みま
した。地域の方々の役に立ちたい、そのために何かを
したいという気持ちは、まさに「利他」の心であり、
それは校訓の「至誠」に通じるものです。地域貢献活
動は生徒たちの視野を広                  
げ、自分自身を鍛え、心                    
を耕すことに繋がること                   
から、今後も積極的に取                   
り組ませたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

夏季休業中、海外研修に参加し        

た生徒諸君を紹介します。 
まず、「日英サイエンスワーク        

ショップ」に参加した高橋茉花さ         
んと長谷暁美さんです。二人は他           
校の生徒と共にイギリスのロンドンにおいて二週間
に及ぶ研修を行ってきました。現地大学での講義や
討論研修、ケンブリッジ大学での研修や震災シンポ
ジウムでのプレゼンテーション、現地高校生との交
流等、多岐にわたる活動を行ってきました。 
また、「ふくしま浜通りハイスクール・アカデミ

ー2019」に参加した佐藤江利華さん、但野友香さ
ん、門馬右恭君、蔭山愛乃さん、室井瀬奈さんの５
名です。５名は他校の生徒と共にイギリスにおい
て、二週間に及ぶ研修に参加しました。イギリス北
西部にある原子力複合施設セラフィールド訪問し、
原子力発電所の廃炉行程、研究・研修施設、教育・
学習施設の実際を学び、福島の復興を考えるワーク
ショップに取り組んできました。海外研修に参加し
た生徒諸君には、貴重な経験を将来の自分の進路実
現に生かすとともに、級友や後輩にその感動を伝え
経験を共有して欲しいと思います。 

 

本校の正門を通り右手に歩みを進めると、ロダンの
「考える人」に似た「若人の像」があります。これは
昭和 38 年度卒業生から記念に送られ、前庭に建立され
たものです。ロダンは 19 世紀に活躍したフランスの彫
刻家。「近代彫刻の父」と言われ、その作品は世界中
の人々を魅了しています。「考える人」はイタリアの
詩人ダンテの『神曲』地獄篇をもとに作成されまし
た。ロダンが「地獄の門」の中央扉の上で、地獄の様
相を眺めながら思索に耽る詩人の姿として構想したの
が「考える人」で、やがて岩の上に腰をおろし夢想す
る裸の男の彫刻として発表されることになりました。
鋳造された作品は世界各地に存在し、上野の国立西洋
美術館の前庭にあることはよく知られています。その
姿は人間の悲劇的な運命について、永遠に思考を続け
る普遍的な存在となりました。卒業生が「若人の像」
に何を託したのか、記録が見当たらず分かりません
が、現代にも通じるメッセージを読み取ることができ
ると思います。それは今ほど「自分の頭で考えるこ
と」の大切な時代はないからです。私たちは分からな
いことがあればインターネットで瞬時に情報を得るこ
とができます。また、人工知能（AI）が人間に代わっ
て様々な情報処理や判断をしてくれるようになりまし
た。AI が人間の仕事を奪うのではないかとも言われて
います。しかし、こういう時代だからこそ、人間は AI
にはできない価値の創造や、問題の発見と解決を行わ
なくてなりません。そのため           
には私たちが自分の頭で考え                 
る力を身につける必要がある             
のです。「人類の将来を担う               
若者が思考力を身につけ、時                 
代を切り拓いて欲しい」と前            
庭に佇む「若人の像」が語り 
かけてきそうです。 

 

同窓生列伝④ 折笠晴秀（1885-1965） 続編 
～地域社会の指導者であった父晴吉～ 
折笠晴秀の父晴吉は、弘化３年（1846）年生まれ。若

い頃、相馬藩の儒者である錦織晩香に学び、長じて家業を継
いで農業に従事したが、明治９年、村役場の書記となり、明治
15年以降、学務委員、勧業諮問委員、村会議員等の公職
を歴任した。また、明治 33年から 38年までの約６年間は福
浦村長（現在の南相馬市小高区）を務め、地域社会の指
導者として数々の功績を残した。特に双葉郡との連絡道路の
改修工事では、調査委員会を立ち上げ、綿密な調査結果にも
とづき対象となる村道選定を行いました。また、村議会に土木
費予算を計上し、県と郡からの補助金も確保するなど財政面で
の対応も確実に行っています。道路改修については村民の多く
が困難と考えていましたが、晴吉は地域の発展には村道改修が
不可欠であるという信念を貫き、明治 35年度から４カ年にわ
たる大工事を成し遂げました。その結果、交通の便が良くなり、
車馬の往来は頻繁となり、大成功をおさめました。この大事業は
『一身を顧みず彼にしてはじめてなし得たものである』と「小高町
史」は記しています。晴吉は明治 37年に村長に再選されます
が、任期途中の翌 38年、病気で亡くなりますが、明治 37 と
38年に日露戦役の功により勲七等青色桐葉章を受けている
ことから、晴吉の病没と日露戦争への従軍には何らかの関係が
あるのではと推測されます。晴秀は父の姿を見ながら成長し、そ
の素質は彼に引き継がれることになりました。後に馬城会の設立
に参画し、昭和 14年に会長に就任したことは、その証左と言え
るでしょう。 

 
 

地域貢献活動に取り組んでいます 

 

■ 「若人の像」が問いかけていること 相馬市子ども科学フェスティバルで子どもたち

に説明する本校生 

海外研修の経験を今後に生かそう 

 

前庭の若人の像 西洋美術館の考える人 

日英サイエンスワークショップの参加者 


